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う研究を行うために必要な大部の compendium あるいは handbook の類が、第二次大戦以後にも
なお熱心に編まれてきた。評者のように戦後世代として早くにキリスト教図像研究に携わった者
は、初期段階において多かれ少なかれ、たとえば K. Künstle や F. X. Kraus の Real-　Encyklopädie
のような戦前の手引書を参照することが屡だったし、L.  Réau の L’Iconographie は当時出版継続





















1　矢崎美盛『アヴェマリア : マリアの美術』東京 : 岩波書店 , 1953.12。なお同著者と画家の中村研一との対話を納めた下
記の新書は、戦後にも続く作家と研究者の間の批評的見地のずれを具体的に示していて面白い。矢崎美盛, 中村研一『繪
畫の見かた : 画家と美学者との対話』 東京 : 岩波書店 , 1953.11.  ( 岩波新書 ; 青-148)。
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22.5 x 15.8 cm　地図、序文、本文、図像カタログ：452 ページ、索引、文献表：92 ページ
他に図像一覧表等［頁番号なし］：6 ページ
カラー図版 4 ページ　本文中挿図 25 点　他にカタログ図版多数




















その例証として、第 1 章と第 4 章では、｢画像の織物｣ という用語に対する著者の態度に微妙






これに対し第 4 章 1 の最後（167 ページ）では、「西ヨーロッパ系に特徴的な描写」として譬え





































いか。美術史学において、1980 年代以来今日に至るまで延々と続いている visuality をめぐる議
論の変遷が、vision というものを、どうしたら明確な対象として取り上げ、議論し得るかという
困難な努力の跡を示している。角度を変えて言うなら、個々別々の観者の vision を規定している
「偏見 bias」が何であったかを出来るだけ明確に捉えようとすることの難しさである 2。 （ちなみに
bias の語源には、それこそ texture の「斜めの織目」の意味のあることは示唆的である。
上記の議論の中の一節で、とくに評者と著者細田氏の「vision のずれ」が見られるのは、著

































Readings 共篇Vision and Textuality, (Houndmills and London, 1995)。とくに同書、147 ～173 頁に 収められたM. Bal, 
“Reading the Gaze: The Construction of Gender in ‘Rembrandt’” の冒頭における方法論的批評は重要である。なお、
visuality に関する評者の最近の視点については、間もなく出版される「「物語の道筋」を歩く——そのText, Motion, 



































K. Weitzmann の門下生の間でも、Weitzmann が戦後華やかに展開した図像学的 recension の系譜
論（genealogy）は、唱導者が期待したように明確な図式として捉えるのは難しい、という認識
が共有されている。しかし、たとえ系譜論的 genealogical な議論に限界があったとせよ、11 ～ 12
世紀のビザンティン四福音書図像の一部が、すでに 3 世紀中葉という早い時期に成立していたこ










かな視覚化の例を思えば、それらが一個の recension を形成していたかどうかは別として、5 世
紀以降の福音書図像が creatio ex nihilo ではなかったことは否定できない。ただ、著者は他方で（355





























































うべきであろう。その点で評者は、第六章 3 の 271 ～ 272 ページで著者の強調する典礼における
redundancy 重視の姿勢に大いに共感を覚えるとともに、それも今後の著者の探究の、一つの重
要な柱となることを願ってやまない。最後に、蛇足のそしりをまぬがれぬことを知りつつも、ひ
とつの想い出話をもって、この実に多くを学び、考える機会を与えてくれた書の評を終えたい。
この書を我国で出版するに至るまでの著者の長年月にわたる努力を高く評価する。
＜評者はかつて学生時代に、サロニキのオシオス・ダヴィドの小会堂で聖金曜日の典礼をつぶ
さに体験することが出来たが、中でも典礼の終わりの方で、司祭がエピタフィオスにも紛うキリ
ストのイコンをかがめた背に負い、そう広くもない会堂内を何度も経巡り歩くのを見た。言うま
でもなく、それはキリストの埋葬という物語の enactment である。すると、聖職者ばかりでなく、
会堂に詰めかけた信者たちの間から、一斉にキリストの死と埋葬を悼む嘆きの声が起こり、多く
の女たちは実際に涙しながら、次々と司祭の背に載せられたイコンに香油の類を注ぐのであった
（結果として司祭は香油でびしょ濡れになってしまうのであったが）。それは異様に感動的な場面
であった。会堂内部全体がいわば一つの情熱に溢れた劇場の舞台と化し、その情熱は間もなく会
堂を出て、イコンを載せ、花に飾られたキリストの死の床を担いながら深夜の街を経めぐる少女
たちの歌声に引き継がれて行った。＞
